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■ 故障診断

ス トープに異常が発生すると安全装置がf乍重力し、ストープは,H火する。

この時、デジタル表示部にチェックモー ド(故障の内容)を表示する。内容を確認 し、原LA」究明 と処置をliうこと。

チェックモー ドの解除は処置後、 リセットボタンを押す。

操作 ・症状 確 認 項 目

運転 スイッチ r入」で点火するか

原因・処置

表示基板不良

時 刻合 せ、タイマー合せ、温 度 調節 を行

つ

(11:こトスイツチを押す必要)

電源プラク・
は正 しく挿入 されているか 正 しく挿入す る

□

い

□

崚 電流 ヒュー ズは正常か
点火 トランス、モータ等の機能部品、リ

ー ド線の ショー トを確認後、ヒューズを

交換する

電源 トランス及び一次 。二次電圧、

ネクタの差 し込みは正常か。
lタ 自―日 ACi00V. 詢45n

2次
青‐青 AC:2V. 詢:.5n

J鷹‐

"鴨
AC 24V.  胸 lan

一次電圧 なし―制御基板不良
二次電圧な し、抵抗値異常―。電源 トラ
ンス不良
コネクタ接触不良―正 しく差込む

表示基板の 7P.10Pコ ネクタの差込み

は正常か
コネクタ接月虫不良→正 しく差込む

日 日
(時計表示に切替 えた時)

停電モー ドl

初 めての使 用 か

停電があった又は、電源プラグをコンセ

ン トから抜いたことがある

□
対震作動

ロ

モ．ド

本体 に晨度 5以 上の衡撃がカロわ つた

1驚鮮 島躍冨TI蕊 t00ガ ル |

又は、水平がでていない。

ス トープを水平に設置する

対震の不良、コネクタの接触不良

対震の導通は正常か(00)
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運転スイッチ「入」

品満 知、200k9以下で1貪知せず

は い

□
夕断線モー童温サー ミス

ド

室温サー ミスタは正常か抵抗値確認

リー ド線 不 良

コネ ク タ操 触不 良

□ □
排気管抜 け検知作 動 モ

ー ド

排気管は正 しく接続 されているか、ス ト

ッパー リングは使用 されているか、1リト気

検 リー ド線は接続 されているか

正しく接続する

(50kΩ以上で検タロ、:OkΩ以下で検知せず)

リー ド線不良

コネクタ接続不良

スイッチ『A」から4

［円］　醜・ド
［［］』警

ホーノИC(FG端 子)コ ネクターの接触不

良、ホール:C不良

制御基板BM端 子に電圧はあるか 燃焼用モータ不良

ポン70Nか ら30分

□
碑

ロ

モ．ド

着火してからチェックモー ドがでるまで

正常に燃焼 していたか

切替サーモ不良、又はOH端 子のコネクタ

接触不良

着火してからしばらく燃焼後POCの空打

音とともに,肖火した

POCリセッ トボタンを押す

油タンクの油ぎれを確認する

点火 ヒー タは赤熱するが着火 しない
吸上げ芯の浮き→ポット底に付ける

カーボンの付着→掃除

点火 ヒー タが全 く赤熱 しない
点火 ヒータ断線 →交換

点火 トランス不良→電圧確認

油 タンクに灯油が入 っていない

POC定 油面器の安全装置が作動した POCの リセッ トボ タンを押す

電磁ポンプ(POC)フ ィルターのゴミづまり

電磁ポンプが作動しない 電磁ポンプ不良―交換

□
秋

□

・ド

いいえ

―H―
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□ □
過熱防止サーモ作動モー

ド

対流用送風畿が回転しているか
対流用モー タ不良

FM端 子 コネクタの接触不良

ス トープ周囲の距離は説明書通りにある

か
ス トープ周囲の距離をとる。

エアーフイルタにゴ ミの付清

カーテンの接触がある
フイルタの掃除をする

ス トープが冷えたのちに過熱防止サーモ

の導通はあるか

HL端 子 コネクタの接触不良

サーモ不良

サーモ周口にはこりが付着 している場合

は掃除する.

注1■ラーチェック機能

制御基板上のエラーチェック表示 (JPlとD19)間 を短絡 リー ド線で短絡す

ると、デジタ′レ表示部1ゴl・I後に発生 したチェックモー ド内容が表示される。

ただ し、fE源プラグをコンセン トか ら抜いた り、停電があつた場合は、表

示はE-01、又は表示なしとなる.故 障内容の確認に利用する。

エラー履歴

● お願 い

*バ ーナ内や燃焼 リングの塾料のかぶ りにより空気穴の内径が小さくなつた り、触媒反応の妨げ となり、異常燃焼の

原因 とな りますので絶対に行わないで ください。  :
*オ ニバーホ‐ル時、パーナ内にサン ドプラス トをかけた後は、カスを掃除機で吸いIItるか、エアー吹 きをして清掃

して ください。
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